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前回の取材後、どのような変化がありましたか？
───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 

①二ホンジカが毎年増えていっている。  
 ⇒有害駆除数 前回取材時 ２５０頭（Ｈ２４年）現在３７７頭（Ｈ２７） １５０％増 
②長野県 元気づくり支援金申請し、真空パック機械の導入費の一部支援を受けた。 
 ⇒解体獣肉加工後のパック詰めを真空パックにて新技術の導入を行った。 
③獣肉出荷量増  
 ⇒ ②の支援に基づきさらなる処理出荷量増を目指している。 
④根羽村猟友会 会員数増  
 ⇒ ２名増の合計２２名体制  
⑤近隣村間の駆除要請を受け活動した 
 ⇒売木村に出張駆除。売木村駆除活動できる鉄砲所有者実質３名 
⑥獣肉の需要は増えている。ネバーランドレストラン、販売所、名古屋のレストランとの取引量増。 
 ⇒鹿肉は間に合っていないぐらい 

山村再生担い手づくり事例集 003 

根羽村猟友会 

活動内容（「山村再生担い手づくり事例集」より） 
 
昔は各家の玄関に火縄銃がかけてあり、昭和初期くらいから各部落ごとに猟をしていた。根羽猟友会として一つに
なったのは50年ほど前。 
現在猟友会は総員20名。猟銃所持者は全部で13名、内、空気銃1名でほとんどは罠と銃を両方とっている。その他
は罠猟免許のみ。 
猟期（銃）は11月15日〜2月15日（罠は11月15日〜3月15日）、その他期間は駆除期間として罠猟のみをしている。 
有害鳥獣駆除隊を昨年7月から新たに結成。特にシカとサルの食害がひどく、住民が困っている。サル、シカ、イノ
シシ、カワウ、アオサギは一年中、申請して報告があったらすぐに飛んでいけるように対応している。 
シカは昨年度は244頭捕獲、4月から11月に260頭捕獲した。ほとんど「くくり罠」で捕獲している。長野県では猟期は
12cm、それ以外の駆除期間は20cmの罠を使用している。「箱罠」はほとんど入らない。厳冬期はほとんど「巻狩り」
で捕獲する。厳冬期のくくり罠は凍り付いてしまい、正常に作動しないことが多いのであまり使い物にならない。 
根羽村では2007（平成19）年8月に、村が獣肉処理施設をネバーランド内につくってくれた。以前は野原で解体をし
ていたが、暗くなると車のライトで照らすも自分の陰で見えなくなったり、風があれば木の葉等がかかり衛生面でも
よくなかった。今では食肉として売れるようになった。シカがメイン。獣肉は半分はネバーランドに卸して、半分くらい
を仲間でほとんどさばいている。イノシシも真空パックして、ラベルを作って売っている。シカは全てネバーランドに
卸し、ネバーランドが商品化している。愛知県へも、名古屋市内のホテルに毎年クリスマスには20kgから30kgのシ
カのロースを納めている。収益はそれほどない。肉自体が高ければ料理も高くなってしまう。だから、損得勘定を別
にして、根羽村のネバーランドが捕れた肉を活かして商売してくれればそれでいい。1頭捕っても何千円くらい。 
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前回の取材時の課題は解決に向かっていますか？ 現在の課題は何ですか？
──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────── 
①猟友会員数が少ない、後継者不足。 
 ⇒３年前に比べ会員数は２名増。後継者の対策はいまだめどつかず。 

②【県境問題】 茶臼山 愛知県側からの二ホンジカが長野県に入ってきている。茶臼山でかなりの数が増えていっ
ている印象。問題は、長野県側で必死に駆除しても愛知県側から入ってきては数が減らない。さらに長野県側から県
境を越境して愛知県側の駆除はできない。 
 ⇒愛知県、長野県両県が問題、情報を共有して連携体制で駆除にあたる必要がある。 
③獣肉需要が上り調子だが 

 ⇒実質鹿肉は在庫不足とのこと。駆除頭数は増えているのに間に合わないのは、駆除方法にも問題ある。食肉加
工に回ってきているのは駆除数の約半数とのこと。実質人手不足で処理施設まで持ってこれないため。（山からおろ
してこれないので埋設）駆除数は増えるが食肉になる量は人手が増えないと変わらない。さらに、食肉に適さなくなっ
たもの（罠にかかったまま死亡、銃弾が腹に入った状態）は埋設処分している。無駄になるものを減らすべく、今後は
その活用方法を模索していく。 
 
 


